＜小学校低学年向けサッカー教室メニュー＞

小学校低学年向けにサッカー指導をする場合、大きく分けて『動き作り・ボールフィーリング・ゲーム』の３つのポイントにしぼり指導する。

《１》動き作り
　①２人で行なう動き作り（親子）
　　１、片足相撲（片足で押したり、かわしたりする）
　　２、背中合わせ相撲（ラインを挟んで背中合わせに立ち押し合う）
　　３、ボール取り（1人がボールをお腹の下に隠し、うつ伏せになる。
　　　　もう一人がその人をひっくり返してボールを奪う。）
　②機材を使用して（個人）
　　１、多様な動きを取り入れたアスレチックコース
　　（１）スラローム
　　（２）片足ジャンプ
　　（３）両足ジャンプ
　　（４）ギャロップ
　　（５）幅跳び
　　（６）ジャンプ→ジャンプの連続
　　（７）リング周り（左右）
　　（８）ボール投げ、蹴り

《２》ボールフィーリング
・身体全体を使っていろいろな形でボールに関わります。

・スキル獲得のための基本的な動きを取り入れます。

・ボールに慣れ親しむことに重点をおきます。

　①手を使って

　　１、１人ボール１個で両手でバウンドさせる

　　　（オプション：手をたたく、身体の部位に触れるetc）

　　２、２人組みでボール２個パス交換（いろいろなバリエーションを加える）
　②足を使って（ドリブル、シュートetc）

　　１、混雑ドリブル

　　　（四角形のグリットをつくり２方向からドリブルする。いろいろな条件　　

　　　　をつける。

　　２、シュート

　　　　（２ヶ所から１人ずつスタートする。前に置いてあるコーンを回って

　　　　シュート）※シュートはゴールに向かって
《ゲーム》

・皆で集まって楽しく身体を動かすこと、様々な経験をすることをテーマに、４対４でのミニゲームや２０対２０などのゲームなども行ないます。

